
　
　

（ 1 ）２０２３年（令和 5 年）１０月３１日 ( 火 ) 第５８９号

月
29
日
（
金
）
に
開
催
し
た
。

出
席
：
村
瀬
会
計
理
事
、
紺

野
委
員
長
、
平
井
委
員
長
、

仲
條
委
員
長
、松
本
委
員
長
、

土
井
青
年
部
長

▽
令
和
６
年
度
国
家
予
算
・

税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
の

件	・
10
月
５
日
（
木
）
15
：
40

～
自
民
党
本
部
を
訪
問
し
要

望
を
お
こ
な
っ
た
。

出
席
：
武
田
理
事
長
、
上
村

副
理
事
長
、
紺
野
総
務
委
員

長
、
土
井
青
年
部
長
、
東
資

協
事
務
局	

▽
東
京
都
功
労
者
表
彰
の
件

・
受
賞
：
那
須
野
相
談
役　

　

受
賞
式	

10
月
２
日
（
月
）

　

於
：
都
庁
庁
舎

▽
中
央
会
表
彰
の
件	

・
受
賞
：
鰐
渕
専
務
理
事　

　

受
賞
式	

10
月
16
日
（
月
）

　

於
：
銀
座

ブ
ロ
ッ
サ
ム

▽
環
境
局
勉

強
会
の
件	

・
東
京
都
環

境
局
資
源
循

推
進
部
の
実

施
す
る
区
市

町
村
職
員
向

け
勉
強
会
に

紺
野
総
務
委

員
長
が
講
師

と
し
て
出
席

予
定
。

協
の
副
理
事
長
を
平
成
24
年

か
ら
平
成
26
年
に
か
け
て
務

め
、
そ
の
後
も
相
談
役
・
理

事
と
し
て
組
合
活
動
に
ご
助

力
を
頂
い
て
い

ま
す
。
今
回
氏

の
功
績
が
東
京

都
に
お
け
る
資

源
回
収
業
の
発

展
及
び
資
源
循

環
型
の
構
築
に

大
き
く
寄
与
し

た
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
那
須
野
暉
之

氏
が
令
和
５
年
度
東
京
都
功

労
者
表
彰（
産
業
振
興
功
労
）

を
受
賞
し
、
さ
る
10
月
２
日

（
月
）
東
京
都
庁
に
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

那
須
野
氏
は
荒
川
区
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
の
設

立
に
大
き
な
貢
献
を
果
た

し
、
平
成
13
年
の
設
立
か
ら

現
在
ま
で
荒
リ
協
の
理
事
と

し
て
同
組
合
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
資

令
和
５
年
度
東
京
都
功
労
者
表
彰

東
資
協
顧
問
の
件
等
に
つ
い
て

10
月
度
理
事
会
報
告

▽
東
資
協
顧
問
の
件	

・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東

京
都
議
団
幹
事
長　

た
き
ぐ

ち
学
氏
が
東
資
協
の
顧
問
と

し
て
新
た
に
就
任
し
た
。

▽
多
摩
拡
大
理
事
会
開
催
の

件	・
11
月
10
日
（
金
）　

18
：

30
～
理
事
会　

19
：
00
～
懇

親
会　
　

ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア

東
京
立
川
に
於
い
て
開
催
す

る
。

・
役
割
に
つ
い
て　

開
会
挨

拶
：
上
村
副
理
事
長
、
理
事

長
挨
拶	

、
司
会
：
福
田
副

理
事
長
、
乾
杯
挨
拶
：
吉
崎

理
事
、
中
締
挨
拶
：
佐
々
木

理
事

▽
選
考
委
員
会
開
催
の
件	

・
第
１
回
選
考
委
員
会
を
９

▽
賀
詞
交
歓
会
・
叙
勲
報
告

会
の
件	

・
令
和
６
年
度
新
年
賀
詞
交

歓
会
並
び
に
新
井
氏
叙
勲
報

告
会
に
つ
い
て

令
和
６
年
２
月
３
日
（
土
）

　

於
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス

【
武
田
理
事
長
挨
拶
】

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
お

疲
れ
の
所
理
事
会
に
御
出
席

頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
や
っ
と
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
週

は
藤
井
聡
太
さ
ん
が
八
冠
独

占
と
素
晴
ら
し
い
偉
業
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
藤
井
さ
ん

が
八
冠
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
や
は
り
ご
本
人

の
努
力
の
賜
物
な
の
で
、

我
々
も
そ
れ
以
上
に
険
し
い

道
で
す
け
れ
ど
も
努
力
し
な

が
ら
回
収
業
界
を
盛
り
上
げ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
１
階
菜
の
屋
ガ
ス
内
管
改

修
工
事
実
施
。

・
３
階
３
０
２
号
室
に
避
難

梯
子
を
設
置
。

・
３
階
ト
イ
レ
へ
の
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
設
置
に
つ
い
て
。

▽
東
京
資
源
会
館
入
居
者
募

集
の
件	

・
光
星
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社　

10
月
13
日
～
入
居

▽
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
の

件	・
10
月
１
日
～
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
開
始
に
伴
い	

領
収
書

記
載
事
項
等
の
確
認
注
意
。

▽
事
務
処
理
規
定
の
件	

・
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正

及
び
削
除
の
防
止
に
関
す
る

事
務
処
理
規
定
の
施
行
を
開

始
。

▽
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
保
険
の
件	

・
組
合
員
加
入
に
よ
り
本
部

へ
手
数
料
収
入
が
あ
り
と
の

事
、
再
度
確
認
し
契
約
を
進

め
る
。

▽
活
動
報
告	

・
た
き
ぐ
ち
顧
問
に
東
資
協

顧
問
就
任
挨
拶
を
依
頼
し

た
。

・
久
保
島
顧
問
に
イ
ン
ボ
イ

ス
に
つ
い
て
記
事
の
寄
稿
を

依
頼
し
た
。

・
鰐
渕
専
務
理
事
に
北
区
リ

サ
イ
ク
ラ
ー
エ
コ
ー
広
場
運

営
に
つ
い
て
寄
稿
を
依
頼
し

た
。

・
大
久
保
氏(

奥
山
商
店
株

式
会
社
）
に
青
年
部
入
部
挨

拶
寄
稿
を
依
頼
し
た
。

▽
活
動
予
定	

・
10
月
度
広
報
委
員
会
は
10

月
24
日
（
火
）
に
開
催
予
定
。

委
員
会
終
了
後
に
資
源
界
報

５
８
９
号
最
終
校
正
を
実
施

す
る
。

・
東
京
資
源
界
報
５
８
９
号

は
10
月
下
旬
に
発
行
を
予

定
。

・
株
式
会
社
大
久
保
が
創
立	

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
の
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
作
成

す
る
予
定
。　

・
東
資
協
か
ら
の
情
報
発
信

の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
更
新
頻
度

が
少
な
い
為
、
各
委
員
会
か

ら
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
欲
し

い
情
報
を
募
集
す
る
。イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
等
で
東
資
協
ア
カ

ウ
ン
ト
を
作
成
し
て
組
合
員

各
位
に
共
有
す
る
な
ど
、別
方

式
で
の
発
信
を
検
討
す
る
。

【
鰐
渕
専
務
理
事
〆
の
挨
拶
】

▽
東
リ
協

・
９
月
12
日
（
火
）
第
４
回

理
事
会　

終
了

・
10
月
４
日
（
水
）
令
和
６

年
度
国
家
予
算
税
制
改
革
等

聴
取
会　

終
了　
　

佐
々
木

理
事
よ
り
ご
報
告
頂
い
た
。

・
11
月
14
日
（
火
）
第
５
回

理
事
会　

開
催
予
定　
　

▽
日
資
連	

・
９
月
16
日
（
土
）
第
４
回

理
事
会　

終
了　
　

・
11
月
18
日
（
土
）
第
５
回

理
事
会　

開
催
予
定　
　

▽
東
多
摩
再
資
協	

・
９
月
22
日
（
金
）
東
多
摩

再
資
源
化
事
業
協
同
組
合　

創
立
30
周
年
記
念
安
全
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

▽
会
合
報
告	

・
９
月
12
日
（
火
）
東
京
公

友
会
政
経
懇
話
会

出
席
：
武
田
理
事
長

・
９
月
26
日
（
火
）
衆
議
院

議
員　

高
木
け
い　

第
3
回

時
局
講
演
会

出
席
：
鰐
渕
専
務
理
事

▽
会
合
予
定	

・
10
月
17
日
（
火
）
小
松
ダ

イ
ス
ケ
都
政
報
告
会　

於
：

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

出
席
：
上
村
副
理
事
長
・
林

副
理
事
長

・
10
月
21
日
（
土
）
千
葉
県

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
30
周
年
記
念
式
典　

於
：
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー

レ　

出
席
：
武
田
理
事
長
、

上
村
副
理
事
長
、
林
副
理
事

長
、
福
田
副
理
事
長

・
11
月
９
日
（
木
）
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
会	

と
も
に
進

め
る
東
京
大
改
革　

於
：
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

出
席
：
武
田
理
事
長

報
告
事
項
：

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格	

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
1
日
～

15
日
）	

ハ
イ
オ
ク
１
８
１
・

17
円	

レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
７
０
・

17
円	

軽
油
１
４
１
・
88
円		

（
別
途
利
用
手
数
料
１
リ
ッ

ト
ル
＝
1
円
が
請
求
さ
れ
ま

す
）

▽
資
源
会
館
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
件	

▽
古
紙
対
策
部
会	

・
非
発
生
期
に
加
え
、
不
安

定
な
天
候
が
続
き
非
常
に
古

紙
の
集
ま
り
は
悪
い
。
為
替

の
影
響
と
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ

ア
で
古
紙
パ
ル
プ
設
備
が
立

ち
上
が
る
事
か
ら
古
紙
パ
ル

　

東
多
摩
再
資
協
30
周
年
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
30
周
年
大
会
開
催
と
い

う
事
で
組
合
が
い
か
に
団
結

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
か
が

本
当
に
よ
く
見
え
ま
し
た
。

先
ほ
ど
新
し
い
仕
事
と
お
話

し
ま
し
た
が
、
北
区
で
は
北

区
指
定
管
理
施
設
の
管
理
運

営
業
務
と
い
う
事
を
始
め
ま

し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
と

い
う
と
他
の
方
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
缶
を
持
っ
て
き
て
選

別
す
る
工
場
か
な
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北

区
は
全
く
違
い
ま
し
て
、
市

民
が
運
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

の
周
知
啓
発
拠
点
、
こ
れ
が

エ
コ
ー
広
場
と
い
う
存
在
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
30
年
長

期
間
に
わ
た
り
や
っ
て
い
た

の
で
す
が
今
回
か
ら
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
の
公
募
と
な
り
私
共

に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
其

方
で
私
は
館
長
と
い
う
こ
と

に
な
り
現
場
か
ら
は
離
れ
て

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
先
日
は
東
多
摩
支
部
の

吉
浦
さ
ん
が
ご
夫
婦
で
、
ま

た
荒
川
か
ら
は
那
須
野
さ
ん

が
見
学
に
来
て
下
さ
い
ま
し

て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
精
一
杯
物
を
集

め
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
色
々
周
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
事
で
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
北
区
エ

コ
ー
広
場
館
で
検
索
し
て
頂

け
れ
ば
Ｈ
Ｐ
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
な
ど
色
々
と
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
皆

さ
ん
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
い
い

ね
を
押
し
て
頂
い
て
ご
協
力

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
宣
伝
に
な
っ
て

し
ま
い
す
み
ま
せ
ん
。
今
月

も
ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。

プ
価
格
に
引
き
ず
ら
れ
る
形

で
輸
出
価
格
は
若
干
上
昇
し

て
い
る
。
問
屋
在
庫
が
な
い

の
で
輸
出
価
格
に
合
わ
せ
て

の
価
格
の
上
昇
は
見
込
め

ず
、
市
況
に
大
き
な
変
化
は

無
い
。（
９
月
28
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量/

前

年
同
期
比
で
新
聞
84
・
7
％
、

雑
誌
81
・
2
％
、
段
ボ
ー
ル

93
・
3
％
。

・
10
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格　
　

新
聞
：
６
～
11
円
、
雑
誌
：

２
～
５
円
、
段
ボ
ー
ル
：
５

▽
報
告
事
項
：	

・
東
多
摩
支
部　

奥
山
商
店

株
式
会
社　

小
平
本
社
所
長

　

大
久
保
一
氏
が
青
年
部
に

入
部
。

▽
活
動
報
告	

・
９
月
17
日
（
日
）　

神
奈

川
組
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

表彰を受けた那須野相談役

納
涼
移
動
部
会
を
開
催
し

た
。

・
９
月
27
日
（
金
）
臨
時
青

年
部
会
を
開
催
し
た
。

▽
活
動
予
定	

・
10
月
27
日
（
金
）
10
月
度

定
例
部
会
を
開
催
予
定
。

・
10
月
28
日
（
土
）
日
資
連

青
年
部
意
見
交
流
会
が
開
催

さ
れ
る
。　

於
：
山
水
閣（
茨

城
県
龍
ヶ
崎
市
）

・
11
月
11
日
（
土
）
第
５
回

関
資
連
青
年
部
大
会
埼
玉
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。　

於
：

東
天
紅	

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ	

大
宮
店

・
日
資
連
青
年
部
西
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
in
福
井
が
年
明
け
に

開
催
さ
れ
る
予
定
。

地
曳
網
に
参
加
し
た
。

参
加
者
：
土
井
青
年
部
長
、

仲
條
顧
問
、
水
野
会
計
、
吉

川
幹
事

・
９
月
20
日
（
水
）　

東
京

都
中
小
企
業
団
体
青
年
部
協

議
会　

講
演
会
に
出
席
。

出
席
：
土
井
青
年
部
長
、
仲

條
顧
問
、
尾
花
副
部
長

・
９
月
22
日
（
金
）
青
年
部

【
総
務
委
員
会
】

【
財
務
委
員
会
】

【
広
報
委
員
会
】

【
業
務
委
員
会
】

【
青
年
部
】

【
そ
の
他
】

～
８
円
、
古
布
：
１
～
６
円
、

ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：
１
０
０
～

１
４
０
円
（
す
べ
て
据
え
置

き
）

▽
古
紙
輸
出
部
会	

・
㈱
ト
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
で
実
施　

▽
鉄
・
非
鉄
部
会	

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
堅
調
様

子
見
で
10
月
入
り
。
市
中
発

生
・
荷
動
き
低
調
。

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
内
需
不

振
で
高
値
を
敬
遠
。
例
年
に

比
べ
振
れ
幅
の
少
な
い
展

開
。

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
需

要
回
復
で
堅
調
感
保
つ
。
自

動
車
大
手
の
生
産
回
復
が
本

格
化
。

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス
：

国
内
上
昇
で
閉
塞
感
が
打

破
。

▽
活
動
予
定	

・
10
月
度
業
務
委
員
会
は
10

月
24
日
（
火
）
に
開
催
予
定
。



　
　

２０２３年（令和 5 年）１０月３１日 ( 火 )（ 2 ）第５８９号

都
議
会
予
算
要
望
の
件
な
ど

９
月
度
理
事
会
報
告
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

【
総
務
委
員
会
】　

▽
支
部
報
告	

・
８
支
部
か
ら
の
報
告
あ
り

▽
多
摩
拡
大
理
事
会
の
開
催

に
つ
い
て	

・
11
月
10
日
（
金
）　

18
：

30
～
理
事
会　

19
：
00
～
懇

親
会　
　

ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア

東
京
立
川
に
於
い
て
開
催
す

る
。

▽
選
考
委
員
会
開
催
の
件	

・
第
１
回
選
考
委
員
会
を
９

月
29
日
（
金
）
19
：
00
か
ら

開
催
予
定
。

▽
東
資
協
新
顧
問
就
任
の
件

・
た
き
ぐ
ち
学
議
員
に
顧
問

を
依
頼
す
る
際
の
委
嘱
状
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

▽
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー

の
件	

・
同
セ
ン
タ
―
が
作
成
中
の

「
紙
リ
サ
イ
ク
ル
中
長
期
課

題
へ
の
取
組
」
案
に
対
す
る

意
見
に
つ
い
て
検
討
。
意
見

を
先
方
に
提
出
す
る
。

▽
東
京
都
予
算
要
望
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
件

・
８
月
31
日
（
木
）
15
：
00

～
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、

16
：
00
～
都
議
会
公
明
党
を

訪
問
し
た
。

参
加
者
：
武
田
理
事
長
、
上

村
副
理
事
長
、
福
田
副
理
事

長
、
紺
野
総
務
委
員
長
、
事

務
局

・
９
月
５
日
（
火
）
15
：
15

【
総
務
委
員
会
】　

▽
支
部
報
告	

・
5
支
部
か
ら
の
報
告
あ

り
。

▽
多
摩
拡
大
理
事
会
の
開
催

に
つ
い
て	

・
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
合
同

開
催
を
検
討
。	

▽
新
年
賀
詞
交
歓
会
・
叙
勲

発
表
会
に
つ
い
て	

・
令
和
６
年
２
月
３
日（
土
）

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
於

い
て
合
同
開
催
を
予
定
。	

▽
役
員
改
選
に
向
け
た
選
考

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て	

・
選
考
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を

決
定
。

　

村
瀬
会
計
理
事
・
佐
藤
副

会
計
理
事
・
紺
野
総
務
委
員

長
・
平
井
財
務
委
員
長
・
仲

條
広
報
委
員
長
・
松
本
業
務

委
員
長
・
土
井
青
年
部
長

【
第
51
回
日
資
連
全
国
大
会

東
京
大
会
実
行
委
員
会
】	

▽
大
会
収
支
の
件	

・
最
終
的
に
５
０
，
３
０
５

円
の
赤
字
と
な
っ
た
。	

【
財
務
委
員
会
】　

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格	

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
８
月
１

日
～
15
日
）　

ハ
イ
オ
ク
１

８
５
・
35
円			
レ
ギ
ュ
ラ
ー

　この度、東京都資源回収事業協同組合の顧問に
ご推挙いただきました、都民ファーストの会東京
都議団の幹事長を務めております、荒川区選出の
たきぐち学（がく）です。
　先般は、東資協の総会、日資連全国大会（東京大
会）にもお招きいただき、会員の皆さまと交流する
貴重な機会をいただき、ありがとうございました。
　 5月に新型コロナが5類に移行し、社会経済活動
も本格的に再開していますが、3年 3ヵ月余のコ

【
武
田
理
事
長
挨
拶
】

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
台

風
13
号
が
上
陸
す
る
と
い
う

事
で
本
日
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
み
開

催
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
会

議
前
に
話
し
ま
し
た
が
、
こ

の
先
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

不
安
材
料
が
出
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
本
日
も
色
々
と
議

題
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
忌
憚

の
な
い
意
見
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

予
定
。
提
出
書
類
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
。

参
加
者
：
武
田
理
事
長
、
上

村
副
理
事
長
、
紺
野
総
務
委

員
長
、
土
井
青
年
部
長
、
事

務
局	

【
財
務
委
員
会
】

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格	

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
1
日
～

15
日
）
ハ
イ
オ
ク
１
８
７
・

77
円	
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
７
６
・

77
円	
軽
油
１
４
７
・
38
円		

（
別
途
利
用
手
数
料
１
リ
ッ

ト
ル
＝
1
円
が
請
求
さ
れ
ま

す
）

▽
日
資
連
賃
貸
契
約
書
に
つ

い
て	

・
先
方
契
約
者
が
日
資
連
・

関
資
連
と
な
っ
て
い
た
為
、

日
資
連
の
み
に
変
更
。

▽
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
の

件	・
制
度
開
始
に
関
す
る
通
知

に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

▽
東
京
資
源
会
館
入
居
者
募

集
の
件	

・
３
０
１
号
室
入
居
者
募
集

に
際
し
て
の
条
件
に
つ
い
て

検
討
し
た
。⇒

要
相
談
と
し
、

個
別
に
対
応
す
る
。

▽
東
京
資
源
会
館
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
件	

・
９
月
14
日
（
木
）
に
排
水

ポ
ン
プ
電
源
・
排
気
フ
ァ
ン

交
換
工
事
を
実
施
す
る
。

▽
活
動
報
告	

・
９
月
度
財
務
委
員
会
を
９

月
８
日
（
金
）
に
開
催
し
た
。

・
福
利
厚
生
部
会
を
９
月
度

財
務
委
員
会
と
同
時
開
催
。

組
合
員
の
家
族
と
の
親
睦
を

図
る
事
業
に
つ
い
て
検
討
し

た
。⇒

組
合
全
体
で
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
は
白
紙
と
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
食
事
会
に

都民ファーストの会 東京都議会議員

たきぐち学
がく

ロナ禍において、特に発生当初は、社会全体に大きな不安が広がる中で、エッセ
ンシャルワーカーとして、ご尽力をいただいたことに心から感謝申し上げます。
　また、2年前の東京オリンピック・パラリンピック大会においては、選手村
や各会場で発生する瓶、缶、古紙などの回収を担っていただきました。中でも
選手村の食堂で発生する段ボール古紙が多かった、とのお話も伺っており、改
めて、皆さまのご協力のもと、大会を成功裏に終えることができたことに感謝
申し上げます。
　私の地元である荒川区の日暮里は、歴史的にリサイクルの事業者が多数存在
しています。私が自転車で地域を飛び回っていると、トラックやパッカー車を
はじめとする資源回収の車両も、街中を走り回っており、回収された資源が工
場で処理されている光景が、日常です。物流は経済の血液、と言われますが、ま
さに静脈産業の血液がまちなかを流れていることを、日常的に体感しています。
　また、私自身、政治の世界に入る前、市場調査の会社で紙・パルプ業界を担当し
ており、段ボール古紙、新聞古紙、雑誌古紙、いわゆる裾物 3品と言われる市場動
向などの取材を行うなど、会員の皆さまの事業を身近に感じているところです。
　今後の都政における最重要課題のひとつが、「持続可能な社会」の実現であり、
「循環型社会」をいかに構築することができるかです。
　業界としての様々な課題を乗り越えながら、都が目指すべき社会に向かって、
お力添えをいただきますことをお願い申し上げます。
　結びに、武田理事長さまを先頭に、組合員の皆さまのご事業が発展されますこ
とを心からご祈念申し上げ、顧問就任にあたっての挨拶とさせていただきます。
　今後とも宜しくお願い申し上げます。

助
成
を
出
す
形
式
な
ど
を
検

討
す
る
。

【
広
報
委
員
会
】

・
８
月
31
日
に
東
京
資
源
界

報
５
８
８
号
を
発
行
し
た
。

・
東
京
資
源
界
報
５
８
７
号

を
東
資
協
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
し
た
。

・
東
京
資
源
界
報
５
８
９
号

は
10
月
下
旬
に
発
行
を
予
定
。

【
業
務
委
員
会
】		

▽
古
紙
対
策
部
会	

・
製
品
の
需
要
が
弱
く
国
内

メ
ー
カ
ー
の
古
紙
在
庫
も
高

水
準
が
続
い
て
い
る
た
め
、

価
格
を
ひ
き
下
げ
て
い
る
。

輸
出
価
格
も
下
が
っ
て
い
る

が
円
安
の
影
響
で
そ
れ
ほ
ど

下
が
っ
て
い
な
い
。
市
況
は

三
品
と
も
特
に
新
聞
、
段
ボ

ー
ル
の
価
格
を
下
げ
た
問
屋

が
み
ら
れ
た
。（
8
月
21
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量/

前

年
同
期
比
で
新
聞
91
・
2
％
、

雑
誌
96
・
8
％
、
段
ボ
ー
ル

96
・
4
％
。

・
９
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格　

　

新
聞
：
６
～
11
円
、
雑
誌
：

２
～
５
円
、
段
ボ
ー
ル
：
５

～
８
円
、
ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：

１
０
０
～
１
４
０
円
（
す
べ

て
据
え
置
き
）

・
８
月
報
告
よ
り
新
た
に
古

布
価
格
を
発
表　

１
～
６
円

▽
古
紙
輸
出
部
会	

・
㈱
ト
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
で
実
施　

５
コ
ン
テ

ナ▽
鉄
・
非
鉄
部
会	

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／	

９
月

は
上
げ
下
げ
が
交
錯
す
る
展

開
。
個
別
状
況
異
な
り
調
整

的
な
動
き

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
輸
出
実

績
の
増
勢
強
ま
る

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
品

薄
で
ス
ソ
物
に
上
昇
圧
力
。

値
上
げ
観
察

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス　

ス
テ
ン
レ
ス　

深
刻
な
内
需

要
不
振
で
頭
重
い
基
調

【
青
年
部
】

▽
活
動
報
告	

・
第
５
回
定
例
会
を
８
月
25

日
（
金
）
に
開
催
し
た
。

▽
活
動
予
定	

・
９
月
17
日
（
日
）	

神
奈
川

　

組
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

地
曳
網　

開
催　
　

於
：

殿
網
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

・
９
月
20
日
（
水
）
東
京
都

中
小
企
業
団
体
青
年
部
協
議

会
講
演
会　

講
師
：
マ
シ
ン

ガ
ン
ズ
滝
沢
秀
一
氏　

・
９
月
22
日
（
金
）
青
年
部

納
涼
移
動
部
会
を
開
催
予
定

　

於
：
東
京
タ
ワ
ー
ハ
イ
ボ

ー
ル
ガ
ー
デ
ン

・
11
月
11
日
（
土
）
第
５
回

関
資
連
青
年
部
大
会
埼
玉
大

会【
上
村
副
理
事
長
〆
の
挨
拶
】

　

台
風
も
千
葉
で
は
ひ
ど
い

状
況
と
の
こ
と
で
す
が
、
都

内
で
は
朝
は
凄
か
っ
た
で
す

が
現
在
は
大
丈
夫
そ
う
で

す
。
今
後
気
温
が
さ
が
っ
て

体
調
を
崩
し
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
体

調
の
管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

～
都
議
会
立
憲
民
主
党
、

15
：
50
～
都
議
会
自
民
党
を

訪
問
し
た
。

参
加
者
：
武
田
理
事
長
、
上

村
副
理
事
長
、
紺
野
総
務
委

員
長
、
土
井
青
年
部
長
、
事

務
局

▽
令
和
６
年
度
国
家
予
算
・

税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
の

件	・
10
月
５
日
（
木
）
15
：
40

～
自
民
党
本
部
を
訪
問
す
る

選
考
委
員
会
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

８
月
度
理
事
会
報
告
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

【
武
田
理
事
長
挨
拶
】

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
お

忙
し
い
と
こ
ろ
お
い
で
頂
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
毎
日
暑
い
日
が
続
き

ま
す
の
で
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
水
分
・
塩
分
補

給
し
て
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
本
日
も
議
題
は
沢

山
あ
り
ま
す
の
で
忌
憚
の
な

い
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１
７
４
・
35
円　

軽
油
１
４

６
・
06
円

▽
東
京
資
源
会
館
に
関
し
て

・
３
階
３
０
１
号
室
の
入
居

者
募
集
に
関
し
て	

　

ア
サ
ッ
プ
エ
ス
テ
ー
ト
と

ア
ー
ス
ウ
ィ
ン
ド
に
依
頼

中
。

　

ア
ー
ス
ウ
ィ
ン
ド
様
よ
り

１
Ｆ
入
口
へ
の
広
告
掲
示
の

申
し
出
が
あ
っ
た
為
、
広
告

掲
示
を
承
認
。

・
豊
栄
美
装
よ
り
、
日
常
清

掃
費
用
の
値
上
げ
要
望
が
あ

り
承
認
さ
れ
た
。	

・
清
水
電
気
管
理
事
務
所
の

９
月
末
廃
業
に
伴
う
後
継
業

者
の
件
。

　

２
社
よ
り
見
積
を
も
ら

い
、
条
件
の
良
い
小
川
電
気

管
理
事
務
所
へ
の
委
託
を
決

定
し
た
。

・
福
利
厚
生
部
会	

・
組
合
員

の
家
族
と
の
親
睦
を
図
る
事

業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。	

【
広
報
委
員
会
】

・
日
資
連
全
国
大
会
写
真
に

つ
い
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
利
用
し

た
貸
し
出
し
を
検
討
。	

【
業
務
委
員
会
】		

▽
古
紙
対
策
部
会	

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
が

期
待
さ
れ
た
が
重
要
の
高
ま

り
は
見
え
ず
、
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
購
買
意
欲
低
下
の
影
響

の
方
が
大
き
く
古
紙
の
需
要

は
高
ま
っ
て
い
な
い
。
国
内

メ
ー
カ
ー
の
生
産
も
低
調
な

の
で
メ
ー
カ
ー
・
問
屋
共
に

大
き
な
余
剰
が
あ
る
。
た
だ

発
生
が
低
調
な
為
、
価
格
に

つ
い
て
は
も
ち
こ
た
え
て
い

る
。（
７
月
24
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量/

前

年
同
期
比
で
新
聞
88
・
8
％
、

雑
誌
88
・
7
％
、
段
ボ
ー
ル

93
・
7
％

・
８
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格　
　

新
聞
：
６
～
11
円
、
雑
誌
：

２
～
５
円
、
段
ボ
ー
ル
：
５

～
８
円
、
ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：

１
０
０
～
１
４
０
円
（
す
べ

て
据
え
置
き
）	

▽
古
紙
輸
出
部
会	

・
東
方
物
産
株
式
会
社
で
実

施　

５
コ
ン
テ
ナ	

▽
鉄
・
非
鉄
部
会	

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／	

目
立

っ
た
動
き
も
な
く
様
子
見
商

状
の
ま
ま
８
月
入
り

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
為
替
の

円
安
戻
り
が
原
因
で
、
建
値

急
伸

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
目

立
つ
動
き
も
な
く
、
概
ね
横

ば
い

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス　

先
高
気
配
後
退
も
品
薄
感
残

る
展
開

▽
古
布
（
古
繊
維
）
価
格
の

発
表
に
つ
い
て	

・
組
合
員
よ
り
ご
意
見
を
頂

い
た
為
、
次
回
よ
り
古
布
価

格
を
発
表
す
る
。　

【
青
年
部
】　　
　

▽
活
動
報
告

・
７
月
22
日
（
土
）　

日
資

連
青
年
部
意
見
交
流
会
in
岐

阜
が
開
催
さ
れ
た
。
土
井
青

年
部
長
、
仲
條
顧
問
が
出
席

し
た
。	

・
７
月
28
日
（
金
）　

第
４

回
定
例
会
移
動
部
会
in
世
田

谷
をCAL	COFFEE	CLU

B

に
於
い
て
開
催
し
た
。	

▽
活
動
予
定	

・
８
月
25
日
（
金
）　

第
5

回
定
例
会
納
涼
会
を
開
催
す

る
。	

・
11
月
11
日
（
土
）　

第
５

回
関
資
連
青
年
部
大
会
埼
玉

大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

【
佐
々
木
理
事
〆
の
挨
拶
】	

今
日
は
立
秋
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
く
か
と
思
い
ま
す
が
体
に

気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。	

	

東資協顧問就任挨拶



　
　

（ 3 ）２０２３年（令和 5 年）１０月３１日 ( 火 ) 第５８９号　

８
月
31
日
（
木
）
に
東
京

都
議
会
自
由
民
主
党
と
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議

団
、
９
月
５
日
（
火
）
に
都

議
会
公
明
党
と
東
京
都
議
会

立
憲
民
主
党
に
よ
る
東
京
都

予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

　

10
月
5
日
（
木
）
に
自
民

党
本
部
に
て
令
和
６
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
革
等
要
望

聴
取
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

要　望　事　項
１．エッセンシャルワーカーとしての資源回収業者に対する支援、育成について
　　～�熱中症予防対策、燃料・人件費等高騰対策、車両備品の環境対応、安全運転管理システムに対する支援

が必要である～
　
　資源回収業務は、「生活の維持に不可欠なエッセンシャルワーク」であり、コロナ禍中においても、近年相次
ぐ気候変動による猛暑の中にあっても、日々休むことなく感染症対策、熱中症対策をしながら回収業務を続け
てきた。最近では、市況の低迷による売り上げの減少、世界情勢不安による燃料資材価格の高騰、2024 年問題
や運転免許区分による中型車が運転可能な人員の不足と人件費の高騰、部品調達難による車両や重機の入手が
困難な状況など、急激な社会情勢の変化にあっても、年度当初の契約の中で各組合員経営努力をしながら雇用
を確保し、必要な車両設備を揃え、業務に当たっている。このような責任と負担の増加は、回収業者の経営の
不安定化を招き、ひいては転廃業を余儀なくされるものも増えて行くほど危機的な状況となっている。また、
近年の地価の高騰は、日本で一番地価の高い東京都内で事業を続けている資源回収業者にとって、駐車場や選
別加工場所を確保する上で大きな負担となっている。また、安全運転に関して様々な支援装置が開発されてい
るが、これらを導入していくにも更なる負担増が困難な状況である。こうした厳しい情勢の中でも、SDGs の
目標達成に向け、各自治体と連携を図りながら環境対策、環境対応をしていかなくてはならない状況にある。

（要望内容）
　エッセンシャルワーカーである資源回収業者が安心して業務を維持継続できるよう、あらゆる側面で都
行政として区市町村と連携して回収業者に支援をされたい。
　具体的には、市況の安定化対策と経営支援、空調服やスポットクーラーなどの熱中症予防対策、燃料資材・
人件費等の高騰に対する対策、免許区分の限定解除等の費用の支援、固定資産税の減免措置、車両備品の
環境対応や購入支援、安全運転支援システムの導入に関する助成などを要望する。

２．集団回収を始めとする資源リサイクルシステムに対する支援の拡充について
　　～安定的な資源リサイクルシステムの確立と集団回収業者に対する支援拡充の必要がある～

　都内各地域で実施されている集団回収事業は、地域住民のコミュニティ確保の場であるとともに、資源リサ
イクルを通した持続可能な開発目標（SDGs）の最初の入り口である。その集団回収事業は、資源物の売払いと
自治体からの助成金によって運営されている。古紙、古布、金属類、びん・カレットなどの資源物の循環は、
全世界に亘る国際的な流通により成り立っているが、コロナ禍によるパンデミックやロシアによるウクライナ
侵攻といった国際的な政情不安により、国内外の資源物の市況は乱高下を繰り返したり、需給バランスが崩れ
やすい状態であり、この先も出口が見えず不安定感を増す状況となっている。また、古紙や金属スクラップに
関しては、相場の高騰により持ち去り問題や盗難被害が相次ぎ、古布に関しては、主要な輸出先が限られる上、
輸入国の政策や経済状況に左右される状況である。　
　当組合は、令和元年後半からの古紙価格の暴落を受け、令和２年１月に「集団回収事業非常事態宣言」を発
令し、多くの区市町村に対し、集団回収事業における業者助成金制度の新設及び増額をお願いしたが、未だに
実現に至らない自治体もあり、回収業者の地域格差が拡がっている状況である。現在も日経古紙相場は未だ非
常事態宣言時と変わらない状況にある上、古紙の発生減による売り上げの減少、コロナ禍による集団回収の形
態の変化（ステーション回収や戸別収集化）による回収業者の負担増など、回収業者を取り巻く状況は決してい
い状況ではない

（要望内容）
　持続可能な資源循環型社会の形成、維持を目指し、今後も起こりうる緊急事態による国際市況の変化に
対応し、安定した資源リサイクルシステムを確保するために、集団回収事業を始め、資源回収に対する助
成や支援を含めた政策の検討されたい。

３．国の関連施設におけるリサイクルしやすい素材の活用と分別に関する啓発活動への協力について

　古紙は昔からリサイクルの優等生と呼ばれている。紙から紙という水平リサイクルは、江戸時代から事業と
して成り立つようになり、民間ベースで回収から加工、再生までのシステムが成立していた。30 年ほど前から、
ごみ減量を目的に行政が資源リサイクル事業の乗り出すようになり、我々資源回収業者も各市の『廃棄物の処
理及び再利用の促進に関する条例』第 16 条に基づき、行政と一体となって古紙を始めとする資源回収システム
を作り上げ、再資源化率の向上に寄与してきた背景もある。
　近年、素材の多様化に伴い、ストーンペーパーや古紙を配合した複合素材など、様々な新素材が環境にやさ
しいことを訴えて開発されているが、既存のリサイクルルートに乗せることが困難であるだけでなく、禁忌品
としてリサイクルの阻害要因にもなっている。
　近年古紙の発生減少に伴い、可燃ごみに混入しているリサイクル可能な紙製品（雑がみ）の回収促進、紙製
容器包装の回収とリサイクルに向けた取り組みを各地で進めていく中で、雑がみへの禁忌品の混入が増え、昇
華転写紙、感熱発泡紙、線香の箱など臭いのきつい紙、ロウ引きされた紙など、再生紙製品への影響の大きい
禁忌品類を始め、分別の強化に関する啓発活動を行政と共に行っているが、先述の新素材など禁忌品類は増え
て行く一方である。

（要望内容）
　持続可能な資源循環システムを維持するためには、再生品の活用促進が不可欠である。国として、改め
て古紙を始めとする繰り返しリサイクル可能な再生製品の活用を促進するとともに、各自治体と連携し、
雑がみや紙製容器包装の回収システム確立に向けた支援及び禁忌品の分別啓発に関する支援、協力を要望
する。

４．東京都資源回収事業協同組合の活用について
　　～国の公共施設等における資源回収業務に当組合を活用されたい～

　当組合は都内全域 200 弱の資源回収業者で組織する事業協同組合であり、都内全域で各自治体や地域住民と
共に資源回収システムを構築・運用しており、東京都産業労働局より「recycle&TOKYO」のロゴの使用許諾を
頂いている唯一の団体である。
　東京都の資源回収は、分別回収を基本としたリサイクルシステムであり、排出者・回収業者それぞれが経済
的合理性や利便性にとらわれず、互いに協力し合い成り立っている。江戸時代から続くリサイクルの心を具現
化したものであり、一昨年開催された 2020TOKYOオリンピック・パラリンピック競技大会の各開催施設にお
いても、分別回収に対する都の姿勢を示すべく、資源回収事業に参加させて頂いた。

（要望内容）
　今や世界基準となっている「持続可能な開発目標（SDGs）」の「つくる責任つかう責任」に対する日本
国の姿勢と取り組みはさらに重要なものとなるため、国の公共施設等における資源回収業務に、実務及び
窓口業務を担うことの出来る当組合を活用されたい。

わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
東
資

協
か
ら
は
、
熱
中
症
予
防
・

燃
料
人
件
費
高
騰
・
車
両
備

品
の
環
境
対
応
等
分
野
に
お

け
る
資
源
回
収
業
者
に
対
す

る
支
援
拡
大
、
集
団
回
収
等

の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
確
立
に
対
す
る
支
援
拡

大
、
禁
忌
品
お
よ
び
分
別
強

化
に
関
す
る
啓
発
活
動
に
対

す
る
協
力
、
都
資
源
回
収
業

務
に
お
け
る
東
資
協
活
用
に

つ
い
て
要
望
を
提
出
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
要
望
で
は
資
源
回
収

業
社
に
対
す
る
各
種
支
援
の

拡
大
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
の
維
持
に
対
す
る
支

援
の
拡
充
、
公
共
施
設
等
の

資
源
回
収
業
務
に
お
け
る
東

資
協
の
活
用
に
つ
い
て
の
要

望
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
本
年
度
は
特
に
ス
ト
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
や
線
香
の
箱
な

ど
、
雑
が
み
に
混
入
す
る
禁

忌
品
に
対
す
る
啓
発
活
動
に

古着受け入れます。

紺野総務委員長 東資協役員

武田理事長

都議会公明党

東京都議会自由民主党

都民ファーストの会東京都議団

東京都議会立憲民主党

対
す
る
支
援
・
協
力
を
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

東
資
協
か
ら
要
望
を
提
出

東
京
都
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ

回
収
業
者
に
対
す
る
支
援
等
を
要
望

国
家
予
算
・
税
制
改
革
等
要
望
聴
取
会



　
　

２０２３年（令和 5 年）１０月３１日 ( 火 )（ 4 ）第５８９号

の
準
備

　

売
手
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を

交
付
す
る
た
め
に
は
、
税
務

署
に
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
の
登
録
申
請
書
を
提
出

し
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
」
と
し
て
登
録
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

登
録
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
課
税

事
業
者
だ
け
で
す
の

で
、
現
在
、
免
税
事

業
者
の
場
合
は
、
ま

ず
、
課
税
事
業
者
に

な
る
た
め
の
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す

　
（
2
）
買
手
（
イ

ン
ボ
イ
ス
を
受
け
取

る
側
）
と
し
て
の
準

備
　

買
手
側
の
事
業
者

は
、
仕
入
税
額
控
除

を
受
け
る
た
め
に

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
等

を
保
存
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
請

　

令
和
5
年
（
２
０
２
３

年
）
10
月
1
日
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」

と
は
、
事
業
者
間
で
や
り
取

り
さ
れ
る
消
費
税
額
等
が
記

載
さ
れ
た
請
求
書
や
領
収
書

等
の
こ
と
で
、
事
業
者
が
消

費
税
の
納
税
額
を
計
算
す
る

際
に
必
要
と
な
る
も
の
で

す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
売
手
か

ら
買
手
に
対
し
て
正
確
な
適

用
税
率
や
消
費
税
額
等
を
伝

え
る
た
め
に
消
費
税
額
等
が

明
記
さ
れ
た
請
求
書
等
を
い

い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
、

制
度
開
始
前
に
使
用
さ
れ
て

い
た
請
求
書
（
以
下
「
区
分

記
載
請
求
書
」
と
い
い
ま

す
。）
に
一
定
の
記
載
事
項

が
追
加
さ
れ
た
も
の
に
な
り

ま
す
。

　

区
分
記
載
請
求
書
の
記
載

事
項
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
請
求
書
の
発
行
事
業
者
の

氏
名
ま
た
は
名
称

・
取
引
年
月
日

・
取
引
の
内
容
（
軽
減
対
象

税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る

旨
）

・
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
合

計
し
た
対
価
の
額

・
書
類
の
交
付
を
受
け
る
事

業
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称

イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
区
分
記
載

請
求
書
の
記
載
事
項
に
、
次

の
3
つ
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

・
登
録
番
号

・
適
用
税
率

・
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消

費
税
額
等

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
者
は
、
税
務

10
月
1
日
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始

に
限
ら
れ
、
消
費
税
を
納
め

る
義
務
の
あ
る
事
業
者
（
＝

課
税
事
業
者
）
が
登
録
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、売
手
は
、買
手
（
課

税
事
業
者
に
限
り
ま
す
。）

の
求
め
に
応
じ
て
イ
ン
ボ
イ

ス
を
交
付
し
、
そ
の
写
し
を

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
買
手
は
交
付

さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存

す
る
こ
と
で
、
仕
入
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
（
1
）
売
手
（
イ
ン
ボ
イ

ス
を
交
付
す
る
側
）
と
し
て

　

9
月
17
日
日
曜
日
。
9
月

も
後
半
な
の
に
残
暑
厳
し
い

真
夏
日
の
暑
い
暑
い
日
。
神

奈
川
県
資
源
回
収
商
業
協
同

組
合
の
青
年
部
主
催
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
地
曳
網

に
、
東
資
協
も
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

場
所
は
鵠
沼
海
岸
。
江
の

島
水
族
館
前
の
海
で
行
い
ま

し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
殿

網
さ
ん
。

　

調
べ
て
み
た
ら
こ
ん
な
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
湘
南
江
の
島
で
地
曳
網
を

操
業
し
て
１
４
０
年
。 

神
奈
川
が
「
相
模
の
国　
（
別

称
＝
相
州
）」
と
呼
ば
れ
て

い
た
そ
の
昔
、
初
代
船
頭
達

が
、
地
曳
網
で
獲
っ
た
魚
を

相
模
の
国
の
お
殿
様
に
献
上

し
て
い
た
と
い
う
の
が
『
殿

網
』
の
由
来
」

　

１
４
０
年
！
だ
そ
う
で

す
。

地曳網体験に参加

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
海
の
男
！
と
い
っ

た
方
々
が
海
か
ら
戻
っ
て
き

て
、
み
ん
な
で
船
の
後
ろ
に

あ
る
網
を
引
っ
張
り
ま
す
。

子
供
も
大
人
も
必
死
に
な
っ

て
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

す
る
と
網
の
中
か
ら
パ

シ
ャ
パ
シ
ャ
と
見
え
る
も
の

が
。

　

漁
師
さ
ん
が
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
の
上
に
魚
を
広
げ
て
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
ん
と
大
き
な
エ
イ
や
毒

の
あ
る
フ
グ
、
そ
れ
に
イ
カ

署
長
か
ら
登
録
を
受
け
た

「
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
」

（
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
）

ま
で
！

　

見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

魚
も
た
く
さ
ん
で
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
は
大
変
貴
重
な
経

験
で
し
た
。

　

残
念
だ
な
っ
て
思
っ
た
の

は
、
そ
の
中
に
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の

沢
山
の
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。

　

き
ち
ん
と
持
ち
帰
り
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
自
然
を
守

ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
の
青
年
部
の
皆

さ
ん
が
焼
き
そ
ば
や
お
肉
、

採
れ
た
魚
を
焼
い
て
く
だ
さ

り
、
そ
れ
を
海
の
目
の
前
の

し
か
も
外
で
食
べ
る
の
は
格

別
で
、
楽
し
く
美
味
し
く
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

砂
ま
み
れ
に
な
っ
て
海
で

遊
び
、
日
焼
け
し
て
、
ド
ロ

ド
ロ
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

で
き
ず
、
4
年
ぶ
り
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

東
京
都
で
も
何
か
企
画
を

し
た
い
ね
と
皆
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

個
人
的
に
、
地
曳
網
は

や
っ
て
み
た
か
っ
た
こ
と
№

1
で
あ
り
、
し
か
も
海
が
大

好
き
で
、
湘
南
は
頻
繁
に
行

く
大
好
き
な
場
所
な
の
で
、

そ
こ
で
皆
さ
ん
と
楽
し
む
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
い
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
吉
川
）

必死に網を引っ張る

参加者揃って記念撮影

エイやフグ、イカなども !

求
書
等
を
受
領
し
た
際
は
登

録
番
号
の
有
無
に
よ
っ
て
管

理
す
る
こ
と
や
経
過
措
置
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
区
分

記
載
請
求
書
の
保
存
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
入
先
の
事
業
者

が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

で
な
い
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
継
続
的
に
取
引

を
行
う
取
引
先
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
受
け
取
る
イ
ン
ボ
イ
ス

の
様
式
や
受
領
方
法
な
ど
に

つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
確

認
し
、
認
識
を
統
一
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

令和 5 年 10 月から始まったインボイス制度
古物商等の古物の買取り等の特例の解説

質問
　当社は、中古車販売業（古物商）を営んでおり、事業者及び消費者から、
中古車の仕入れを行っています。
　インボイス制度（適格請求書保存方式）の下では、消費者からの仕入れは、
消費税の仕入税額控除を行うことはできないのでしょうか？

答
1．相手方が、インボイス（適格請求書）発行事業者以外の者の場合
①　古物営業法上の許可を受けて古物営業を営む古物商が、
②　インボイス発行事業者以外の者から、
③　同法に規定する古物（古物商が事業として販売する棚卸資産に該当する
ものに限ります。）を買い受けた場合には、

④　一定の事項が記載された帳簿のみの保存で、仕入税額控除が認められます。

2．相手方が、インボイス（適格請求書）発行事業者の場合
　 インボイスの交付を受け、それを保存する必要があります。

3．上記の 1. 以外でも、インボイス発行事業者以外の者から仕入れを行う次
の場合も、上記の 1. と同様に、仕入税額控除のために保存が必要な請求
書等を受け取ることが困難な場合であるとして、一定の事項が記載され
た帳簿のみの保存で、仕入税額控除が認められます。

①　質屋の場合・・・・以下省略
②　宅地建物取引業者の場合・・・・以下省略
③　再生資源卸売業その他不特定多数の者から「資源の有効な利用の促進に
関する法律」に規定する再生資源及び再生部品を購入する事業を営む者
が、インボイス発行事業者以外の者から、再生資源及び再生部品（購入
する事業者が事業として販売する棚卸資産に該当するものに限ります。）
を購入する場合

以上は、国税庁のホームページの、「インボイス制度に関するＱ＆A」の問
106 に詳細が記載されています。興味のある方は、ご覧ください。

⇒ 

※
詳
し
く
は
国
税
庁
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設

サ
イ
ト
」
を
閲
覧
く
だ
さ
い

受
領
方
法
な
ど
も
認
識
の
統
一
必
要

神奈川県資源回収商業協同組合青年部主催

残暑の中、湘南の鵠沼海岸で



　
　

（ 5 ）２０２３年（令和 5 年）１０月３１日 ( 火 ) 第５８９号　

9
月
22
日
、
青
年
部
納
涼

会
が
東
京
タ
ワ
ー
ハ
イ
ボ
ー

ル
ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。参
加
メ
ン
バ
ー
は
、

青
年
部
員
7
名
と
上
村
副
理

事
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
八
王
子
支
部
か
ら（
株
）第

一
資
源
の
天
井
昭
彦
さ
ん
が

来
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は

残
念
な
が
ら
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
納

涼
会
と
も
あ
り
和
気
藹
々
と

し
た
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

会
話
の
内
容
も
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
砕
け
た
内
容
で
楽
し

く
お
酒
を
飲
み
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
食
べ
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
多
摩
支
部
・
奥
山
商
店

株
式
会
社
の
大
久
保
と
申
し

ま
す
。

　

今
ま
で
に
何
度
か
イ
ベ
ン

東
多
摩
支
部

奥
山
商
店
㈱
大
久
保
一
さ
ん

青
年
部
入
部
挨
拶

ト
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
東
資
協
青
年
部
に
正
式
に

入
部
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
勉
強
不

足
も
あ
り
、
こ
の
業
界
の
事

も
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
青
年
部
の

活
動
を
通
し
て
学
ば
せ
て
頂

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
資
協
青
年
部
は
7
月
28

日
（
金
）、
土
井
青
年
部
長

の
経
営
す
る
下
北
沢C

A
L

 
C

O
F

F
E

E
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L
U

B

に
て
移

動
定
例
部
会
を
開
催
し
、
青

年
部
員
6
名
が
集
ま
っ
た
。

土
井
部
長
か
ら
カ
フ
ェ
の
ド

　

東
京
都
中
小
企
業
団
体
青

年
部
協
議
会
は
、
9
月
20
日

（
水
）
東
京
都
中
小
企
業
会

館
9
階
に
て
青
年
部
講
演
会

を
開
催
し
、
東
資
協
青
年
部

か
ら
は
3
名
が
出
席
し
た
。

講
師
は
ゴ
ミ
収
集
会
社
で
清

掃
作
業
員
と
し
て
も
働
い
て

い
る
お
笑
い
芸
人
マ
シ
ン
ガ

ン
ズ
の
滝
沢
秀
一
氏
で
、「
Ｓ

可
燃
ご
み
の
回
収
を
す
る
な

か
で
、
新
米
の
時
期
に
な
る

と
未
使
用
の
古
米
が
そ
の
ま

ま
ゴ
ミ
で
出
さ
れ
た
り
、
お

中
元
な
ど
の
食
品
が
封
を
切

ら
ず
に
捨
て
ら
れ
た
り
し
て

い
る
の
を
目
の
当
た
り
に

し
、
フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
、
仲
間
と
一

緒
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の

活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　

滝
沢
氏
の
講
演
は
、
お
笑

い
芸
人
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
清
掃
員
の
日
常
を
ユ
ー

モ
ア
に
語
り
、
ゴ
ミ
は
生
活

の
縮
図
で
あ
る
と
し
て
、
出

さ
れ
た
ゴ
ミ
か
ら
出
し
た
人

の
こ
と
を
推
測
し
た
り
す
る

と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
出
し
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

た
。
ゴ
ミ
清
掃
員
の
広
報
活

動
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
業

界
に
人
材
を
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
や
は
り
賃

金
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
仕
事

の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
回

答
い
た
だ
い
た
。
我
々
も
自

分
の
仕
事
の
事
を
し
っ
か
り

考
え
、
外
部
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た 

（
N
）。

中
央
会
青
年
部
講
演
会
に
参
加

　

食
後
は
世
田
谷
・
渋
谷
支

部
の
玉
山
さ
ん
の
計
ら
い
で

東
京
タ
ワ
ー
の
メ
イ
ン
デ
ッ

キ
ま
で
み
ん
な
で
昇
り
ま
し

た
。
私
自
身
は
約
20
年
ぶ
り

の
東
京
タ
ワ
ー
で
し
た
が
、

東
京
都
の
夜
景
を
一
望
し
、

下
か
ら
で
は
決
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
東
京
の
大
き

さ
と
美
し
さ
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
来
の
久
し
ぶ

り
の
現
地
で
の
納
涼
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

の
納
涼
会
も
悪
く
は
な
い
の

で
す
が
、
や
は
り
直
接
会
っ

て
部
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
感
慨

深
い
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も

こ
の
よ
う
な
納
涼
会
が
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。 

（
Ｓ
Ａ
Ｉ
）

講
師
は
お
笑
い
芸
人
の
滝
沢
秀
一
氏

対面で有意義な意見交換

コ
ロ
ナ
禍
以
来
の
納
涼
会
開
催

食
後
は
東
京
タ
ワ
ー
で
都
心
の
夜
景
楽
し
む

移動定例部会を開催

和気藹々とした久しぶりの納涼会

リ
ン
ク
を
ご
ち
そ
う
に
な
り

な
が
ら
、
今
後
の
納
涼
会
、

勉
強
会
に
つ
い
て
の
審
議
を

行
っ
た
。
青
年
部
も
リ
モ
ー

ト
会
議
が
中
心
で
、
あ
ま
り

対
面
で
会
う
機
会
が
な
か
っ

た
た
め
、
と
て
も
有
意
義
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。そ
の
後
、会
場
を
移
動

し
て
、
世
田
谷
リ
サ
イ
ク
ル

協
同
組
合
青
年
部
の
三
浦
部

長
と
追
川
副
部
長
が
合
流
。

お
酒
を
交
わ
し
な
が
ら
交
流

会
を
行
っ
た
。
行
政
回
収
や

集
団
回
収
に
つ
い
て
の
話

や
、
後
継
者
の
問
題
、
人
材

不
足
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
各
単
協
さ
ん
を
回
ら

せ
て
も
ら
い
、
意
見
交
換
が

で
き
た
ら
良
い
と
思
っ
た
。

世
田
谷
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組

合
青
年
部
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （
N
）

①　

自
身
の
経
歴　

11
年
前

か
ら
ゴ
ミ
清
掃
員
と
し
て
働

き
始
め
、
当
初
は
全
く
興
味

が
な
か
っ
た
が
同
期
の
芸
人

た
ち
が
活
躍
す
る
姿
を
テ
レ

ビ
で
見
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま

で
は
ひ
な
壇
に
座
れ
な
い
と

思
い
、
日
本
一
の
清
掃
員
に

な
ろ
う
と
決
意
。
ゴ
ミ
の
分

別
な
ど
に
つ
い
て
の
周
知
活

動
を
始
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

発
信
を
は
じ
め
た
。

②　

ゴ
ミ
は
生
活
の
縮
図　

ゴ
ミ
清
掃
員
を
す
る
う
ち

に
、
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
見
れ

ば
出
し
た
人
の
人
間
性
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
で
解

説
。
高
級
住
宅
街
か
ら
出
る

ゴ
ミ
と
一
般
的
な
家
庭
か
ら

出
る
ゴ
ミ
の
違
い
な
ど
も
面

白
く
語
っ
た
。

③　

フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題　

今後の納涼会などについて審議

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分
ご
と
に
！
ゴ

ミ
問
題
か
ら
考
え
る
環
境
経

営
」を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
野
島
会
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
今
回
の
講
演
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
東
資
協

の
岩
窪
氏
に
尽
力
い
た
だ
い

た
こ
と
、
各
単
組
の
方
々
が

集
ま
る
こ
の
機
会
に
是
非
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。
そ
の
後
、

司
会
よ
り
講
師
の
経

歴
が
紹
介
さ
れ
、
講

演
会
が
始
ま
っ
た
。

　

講
演
の
内
容

講師の滝沢秀一氏

下北沢 CAL COFFEE CLUB にて



　
　

２０２３年（令和 5 年）１０月３１日 ( 火 )（ 6 ）第５８９号

　

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

一
気
に
寒
く
な
り
ま
し
た

ね
。２
０
２
３
年
の
夏
は
、

１
９
８
９
年
の
統
計
開
始

以
降
、
平
均
気
温
、
平
年

差
が
最
高
を
記
録
し
た
そ

う
で
す
。
最
高
気
温
30
℃

以
上
の
真
夏
日
が
64
日
間

続
き
35
℃
以
上
の
猛
暑
日

は
22
日
間
続
き
ま
し
た
。 　

夏
の
疲
労
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

「
５
類
感
染
症
」
に
な
り

感
染
対
策
が
緩
く
な
っ
た

せ
い
な
の
か
、
た
た
み
か

け
る
よ
う
に
色
々
な
病
気

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
感

染
症
予
防
と
栄
養
補
給
を

し
っ
か
り
行
い
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
て
年

末
も
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。�

（
水
野
）

編
集
後
記

　

北
区
に
は
「
エ
コ
ー
広
場

館
」
と
い
う
区
民
の
為
の
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
が
あ
り
ま

す
。
北
区
エ
コ
ー
広
場
館
条

例
で
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
生
活
文
化

の
振
興
を
図
る
た
め
設
置
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
約
30
年
前
、
田
端

に
富
士
見
橋
エ
コ
ー
広
場
館

が
オ
ー
プ
ン
。
区
民
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
拠
点
と
し
て
地

域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
活
動
は
、
他
地
域

か
ら
も
大
変
注
目
を
浴
び
毎

週
の
よ
う
に
視
察
団
が
訪

れ
、
Ｔ
Ｖ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に

活
動
の
場
所
は
広
が
り
区
内

に
4
か
所
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
言
葉

が
少
し
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
の
時
代
。
区
内
に

ビ
ン
・
缶
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

回
収
を
ひ
ろ
げ
、
給
食
残
渣

の
た
い
肥
化
、
廃
食
油
か
ら

石
鹸
の
製
造
な
ど
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な

取
り
組
み
を
い

ち
早
く
実
践
し

た
北
区
は
「
リ

サ
イ
ク
ル
先
進

区
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。�

　

時
が
経
ち
、

昭
和
に
生
ま
れ

た
リ
サ
イ
ク
ル

文
化
は
平
成
に

入
り
「
３
Ｒ
」

に
、
令
和
に
入

る
と
そ
れ
ら
を
含
め
た
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
活
動
へ
と
時
代
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
エ
コ
ー
広
場
館

に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
年
々

増
加
し
て
い
き
「
区
民
へ
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
発
信
基

地
」
と
し
て
区
や
国
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
等
周
知
啓

発
活
動
の
強
化
、
目
新
し
い

取
り
組
み
へ
の
積
極
的
な
参

加
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
今

年
度
か
ら
施
設
の
運
営
を
公

募
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
す
る

事
に
な
り
、
北
区
リ
サ
イ
ク

ラ
ー
事
業
協
同
組
合
が
指
定

管
理
者
と
し

て
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

　

資
源
を
回

収
す
る
事
を

目
的
と
し
て

立
ち
上
げ
た

北
区
リ
サ
イ

ク
ラ
ー
事
業

協
同
組
合
。

北
区
で
の
委

託
業
務
も
が

少
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と

は
必
然
で
す
。
そ
の
時
、
組

合
と
し
て
何
を
仕
事
に
で
き

る
の
か
？

　

強
み
に
な
る
の
は
地
元
の

リ
サ
イ
ク
ル
現
場
に
長
く
携

わ
っ
て
き
た
経
験
で
す
。
区

民
に
き
め
の
細
か
い
周
知
啓

発
を
お
こ
な
う
に
は
、
知
恵

と
経
験
が
必
要
で
す
。
そ
う

い
っ
た
場
で
仕
事
が
で
き
る

事
、
区
に
指
名
さ
れ
る
事
は

先
人
た
ち
が
積
み
上
げ
て
き

た
努
力
の
賜
物
だ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

エ
コ
ー
広
場
館
の
取
り
組

▽
脱
退

新
宿
支
部　

田
口
金
属
株

式
会
社 【

異
動
】

は
そ
の
あ
と
。

生
ま
れ
変
わ
っ

た
資
源
、
製
品

を
消
費
者
が
選

ん
で
く
れ
な
い

事
だ
と
考
え
ま

す
。

　

そ
れ
ら
を
手

に
取
り
使
用
し

て
は
じ
め
て
循

環
と
言
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

安
い
物
を
選
ぶ
時
代
、
そ
れ

に
対
抗
す
る
に
は
多
少
高
く

て
も
選
ん
で
も
ら
え
る
デ
ザ

イ
ン
性
や
利
便
性
な
ど
の
付

加
価
値
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
最
近
は
企
業
の
努
力
が

素
晴
ら
し
く
、
手
に
取
り
た

く
な
る
商
品
が
多
く
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
そ

れ
ら
の
商
品
を
集
め
展
示
販

売
し
、
使
い
や
す
さ
な
ど
を

Y
ouT
ube

で
紹
介
し
な
が

ら
「
環
境
配
慮
型
商
品
の
積

極
的
な
使
用
」を
お
願
い
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
循
環
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
商

品
購
入
時
に
ご
み
減
量
を
考

え
る
」
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
組
合
か
ら
出

向
と
い
う
形
で
北
区
田
端
に

あ
る
富
士
見
橋
エ
コ
ー
広
場

館
に
常
駐
し
て
お
り
ま
す
。

み
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。�

　

１
つ
目
は
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
問
題

に
特
化
し
た
資
料
室
を
作
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
子
ど
も

で
も
手
に
取
り
や
す
い
絵

本
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
マ
ー
ク
を

取
得
し
て
い
る
木
の
お
も

ち
ゃ
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ル
ク

で
作
ら
れ
た
積
み
木
等
、
直

接
手
に
ふ
れ
て
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を

し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
は
自
由
研
究
の
参
考

に
と
多
く
の
子
ど
も
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
資
源
循
環
の
再

構
築
。

　

日
本
は
、
ご
み
の
分
別
・

回
収
・
資
源
化
ま
で
は
世
界

レ
ベ
ル
で
あ
る
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題

も
ほ
ぼ
こ
こ
に
常
駐
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
近
く
に
来
た

際
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

そ
ん
な
中
、
先
日
嬉
し
い
訪

問
が
あ
り
ま
し
た
。
東
資
協

東
多
摩
支
部
、
株
式
会
社
久

米
川
紙
業�

吉
浦
様
ご
夫
婦

に
来
館
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

荒
川
支
部
の
那
須
野
さ
ん
に

も
お
立
ち
寄
り
頂
き
ま
し

た
。

　

東
資
協
の
方
に
も
応
援
頂

き
心
強
い
限
り
で
す
。�

　

今
ま
で
の
体
力
勝
負
の
現

場
と
は
一
転
、
接
客
や
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
が
主
体
と
な
り
、

仕
事
の
内
容
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
転
職
し
た
つ
も

り
で
心
機
一
転
、
指
定
管
理

認
定
期
間
は
最
長
5
年
で
は

あ
り
ま
す
が
組
合
と
し
て
は

長
く
携
わ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私

リサイクルや環境問題に特化した資料室

展示されている環境配慮商品

資料室にある展示品

東資協　11・12月の行事予定
11月　２日（水）総務委員会

１０日（金）多摩拡大理事会
２４日（金）青年部会

２８日（火）広報委員会業務委員会
12月　１日（金）総務委員会

　８日（金）財務委員会理事会

１９日（火）広報委員会業務委員会
２２日（金）青年部会

古紙３品目他の標準売値

品目 標準売値 集団回収
標準仕切価格

新聞 ６～１１ ＊～０
雑誌 ２～５ ＊

段ボール ５～８ ＊～０
古繊維 １～６ ー
びん ー ＊

アルミ缶（ばら） １００～１４０ ー
※助成金または逆有償が必要です

（※古紙三品目の標準売値は 2023 年 9 月 26 日時点での値です。）

10 月 13 日発表
（￥／㎏）

「
エ
コ
ー
広
場
館
」紹
介

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
様
々
な
取
組
を
実
施

北
区
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
事
業
協
同
組
合
専
務
理
事
　
鰐
渕
雄
二
郎

東多摩再資協創立30周年記念安全大会
　東多摩再資源化事業協同組合（吉浦髙志代表
理事）が創立 30 周年を迎え、9月 22 日、東村
山市中央公民館ホールに於いて、創立 30 周年
記念安全大会を開催した。記念式典だけではな
く、安全講習会の開催や安全スローガンの唱和
など、チーム東多摩一人一人が安全に対する意
識を確かめ合った。


